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(57)【要約】
【課題】  内視鏡処置中に被検者が感じる不快感や煩わ
しさを軽減しつつも、声帯等の一定の周期性を持って高
速で振動する観察部位のぶれのない画像を撮像すること
ができる、内視鏡システムを提供すること。
【解決手段】  内視鏡システムは、一定の周期性を持っ
て高速で振動する観察部位の状態によって反射されたり
透過したりする任意の位置に入射するように所定波長域
のレーザビームを出力するレーザ出力手段、観察部位で
反射したレーザビームを受光し受光信号を送信する受光
手段、を有するスコープと、ストロボ光を発光する発光
手段、受光手段から送信される受光信号に基づいて発光
手段の発光制御を行う制御手段、を有するプロセッサと
を有する構成にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  一定の周期性を持って振動する観察部位
の状態によって反射されたり透過したりする任意の位置
に入射するように所定波長域のレーザビームを出力する
レーザ出力手段、前記観察部位で反射した前記レーザビ
ームを受光し受光信号を送信する受光手段、を有するス
コープと、
ストロボ光を発光する発光手段、前記受光手段から送信
される前記受光信号に基づいて前記発光手段の発光制御
を行う制御手段、を有するプロセッサと、を有すること
を特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】  請求項１に記載の内視鏡システムにおい
て、
前記スコープは、さらに、撮像手段の前方に配設され、
所定波長域の光を遮光する第一のフィルタを備えること
を特徴とする内視鏡システム。
【請求項３】  請求項１または請求項２に記載の内視鏡
システムにおいて、
前記受光手段は、所定波長域の光のみを透過する第二の
フィルタと、前記第二のフィルタを透過した光のみを受
光し前記受光信号を生成する光センサと、を有すること
を特徴とする内視鏡システム。
【請求項４】  請求項１から請求項３のいずれかに記載
の内視鏡システムにおいて、
前記発光手段は、ストロボ光を発光するストロボ光源
と、前記ストロボ光源から発光された前記ストロボ光の
光路上に配設された所定波長域の光を遮光する第三のフ
ィルタを備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項５】  請求項１から請求項４のいずれかに記載
の内視鏡システムにおいて、
前記制御手段は、前記受光手段から送信される前記受光
信号の立ち上がりを基準にして、前記観察部位の振動波
形における所定の位相に対応して前記ストロボ光が発光
されるように前記照明手段を発光制御することを特徴と
する内視鏡システム。
【請求項６】  請求項１から請求項５のいずれかに記載
の内視鏡システムにおいて、
所定波長域とは、赤外領域であることを特徴とする内視
鏡システム。
【請求項７】  請求項１から請求項６のいずれかに記載
の内視鏡システムにおいて、
前記観察部位は、高速で振動する声帯であることを特徴
とする内視鏡システム。
【請求項８】  照明部と、
前記照明部から照射され、一定の周期性を持って振動す
る観察部位で反射した光によって撮像を行う撮像手段
と、
前記撮像手段の前方に配設され、所定波長域の光を遮光
する第一のフィルタと、
前記観察部位の振動状態によって反射されたり透過した
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りする任意の位置に入射するように所定波長域のレーザ
ビームを出力するレーザ出力手段と、
所定波長域の光のみを透過する第二のフィルタと、
前記観察部位で反射して、前記第二のフィルタを透過し
た前記レーザビームを受光して、受光信号をプロセッサ
に送信する光センサと、を有することを特徴とする内視
鏡システム用スコープ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体腔内を観察し
たり医療処置したりするために使用される内視鏡システ
ムであって、特に周期性をもって高速で振動する部位を
観察等するための内視鏡システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、一定の周期性をもって高速で振動
する部位を内視鏡システムで観察する場合、光源部や画
像処理部を備えるプロセッサに接続された振動検出手段
を被検者の身体の所定箇所に取り付け、該プロセッサに
接続されたスコープを体腔内に挿入する。そして、該振
動検出手段によって検出される観察部位の振動波形の所
定の位相に対応して、プロセッサの光源部から所定のタ
イミングで発光させたストロボ光を、スコープを介して
観察部位に照明することにより撮像が行われる。撮像さ
れた画像は、プロセッサの画像処理部で所定の画像処理
を行われた後、モニタ等の表示手段に出力される。これ
により、術者は、高速で振動している観察部位であって
も、静止画として観察することができる。
【０００３】例えば所定の音を連続発声しているときの
声帯を観察する場合、骨伝導性マイクを被検者の喉に医
療用テープ等で固定し、該マイクによって声帯の振動波
形を検出している。
【０００４】しかし、上記の内視鏡処置をしている間ず
っと、身体表面に振動検出手段を固定しておくことは、
被検者にとって決して気持ちいいものではなく煩わしい
ものである。また、長時間の内視鏡検査の間に発汗等に
よって該振動検出手段の位置がずれることもあり観察部
位の振動を最良な状態で検出できなくなる恐れもある。
従って術者は、こまめに振動検出手段の固定状態を確認
したり、位置調整をしたりしなければならず、効率のよ
い内視鏡検査の妨げになりかねない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】そこで本発明は上記の
事情に鑑み、内視鏡処置中に被検者が感じる不快感や煩
わしさを軽減しつつも、声帯等の一定の周期性を持って
高速で振動する観察部位のぶれのない画像を撮像するこ
とができる、内視鏡システムを提供することを目的とす
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】このため、請求項１に記
載の内視鏡システムは、一定の周期性を持って振動する
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観察部位の状態によって反射されたり透過したりする任
意の位置に入射するように所定波長域のレーザビームを
出力するレーザ出力手段、観察部位で反射したレーザビ
ームを受光し受光信号を送信する受光手段、を有するス
コープと、ストロボ光を発光する発光手段、受光手段か
ら送信される受光信号に基づいて発光手段の発光制御を
行う制御手段、を有するプロセッサと、を有することを
特徴とする。
【０００７】上記の構成によれば、マイク等の振動検出
手段を使用せずに振動を検出できるため、被検者に無用
の不快感を与えずにすみ、術者は医療処置、すなわちス
コープや鉗子の操作に専念することできる。また、プロ
セッサに振動検出手段を接続するための配線が不要にな
るため、内視鏡システム自体を簡素化させることもでき
る。
【０００８】また請求項２に記載の内視鏡システムは、
上記スコープが、さらに、撮像手段の前方に配設され、
所定波長域の光を遮光する第一のフィルタを備えること
を特徴とする。
【０００９】第一のフィルタを撮像手段の前に配置する
ことにより、振動検出用にレーザビームを観察部位に照
射した場合であっても、該レーザビームの影響を受ける
ことなく鮮明な画像を撮像することができる。
【００１０】請求項３に記載の内視鏡システムは、受光
手段が、所定波長域の光のみを透過する第二のフィルタ
と、第二のフィルタを透過した光のみを受光し受光信号
を生成する光センサと、を有することを特徴とする。
【００１１】この発明によれば、センサは、第一のフィ
ルタによって所定波長の光、つまりレーザ出力手段から
照射されるレーザビームのみを受光するため、より精度
の高い振動検出が可能になる。
【００１２】請求項４に記載の内視鏡システムは、発光
手段が、ストロボ光を発光するストロボ光源と、ストロ
ボ光源から発光されたストロボ光の光路上に配設された
所定波長域の光を遮光する第三のフィルタを備えること
を特徴とする。
【００１３】この発明によれば、第三のフィルタによっ
て、受光手段が受光可能な波長域の光を有効に除去でき
るため、該受光手段の誤動作を防止し、より高精度で観
察部位の振動を検出できる。
【００１４】請求項５に記載の内視鏡光源システムによ
れば、制御手段は、受光手段から送信される受光信号の
立ち上がりを基準にして、観察部位の振動波形における
所定の位相に対応してストロボ光が発光されるように照
明手段を発光制御することができる。
【００１５】上記の所定波長域を赤外領域とすることが
望ましい（請求項６）。赤外レーザであれば、被検者の
安全を確保しつつ安定した振動検出が可能になる。ここ
で、内視鏡システムの撮像手段として多用されるＣＣＤ
は、赤外領域に高い感度を有するため、赤外レーザを使
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用する場合、第二のフィルタは、高画質な画像を撮像す
るために極めて有効な手段になる。
【００１６】本発明は、観察部位が高速で振動する声帯
であるときにより高い効果を得ることができる（請求項
７）。
【００１７】
【発明の実施の形態】図１は本発明の実施形態の内視鏡
システム１００の概略構成図である。内視鏡システム１
００は、スコープ（電子スコープ）１００ａ、プロセッ
サ１００ｂから構成される。
【００１８】図２は、スコープ１００ａの先端１０を拡
大した概略構成図である。図２に示すように、スコープ
１００ａの先端１０は、ＣＣＤ１１、ＣＣＤ１１の前に
配置された第一フィルタ１２、レーザダイオード１３、
フォトセンサ１４、フォトセンサ１４の前に配置された
第二フィルタ１５を有する。
【００１９】また図１に示すように、プロセッサ１００
ｂは、光源部２０、画像処理回路３０、制御部５０、操
作パネル６０を有する。光源部２０は、ストロボ光源２
１、絞り２２、第三フィルタ２３、集光レンズ２４を有
し、スコープ１００ａがプロセッサ１００ｂに接続され
たときに、スコープ１００ａのライトガイド４０に光学
的に接続される。
【００２０】なお術者は、操作パネル６０や図示しない
パーソナルコンピュータ等を操作して、制御部５０に撮
像に関する指示をすることが可能である。例えば、通常
撮像やストロボ撮像といった各種モードの切り替えをは
じめ様々な設定を行うことができる。
【００２１】本明細書では、観察部位周辺の状況を動画
像として撮像するモードを通常撮像という。通常撮像
は、例えば、内視鏡システム１００のスコープ１００ａ
の挿入部を安全確実に観察部位位置に導入、または導出
する際等に使用される。また、連続振動中にある観察部
位（本実施形態では連続発声中の声帯）の任意の一形状
だけを抽出して静止画として撮像するモードをストロボ
撮像という。ストロボ撮像は、病変部等を発見し、外部
記録機器を用いて該病変部を記録、保存する際等に使用
される。
【００２２】以下、内視鏡システム１００を使用して観
察部位である声帯をストロボ撮像する場合について詳説
する。なお内視鏡システム１００を使用して声帯の観察
や撮像を行う際、術者は、被検者に所定レベルの音を連
続発声してもらう。連続発声することにより声帯は、開
放状態と閉塞状態との間を高速で振動する。図２に示す
声帯は、実線が開放状態を表し、破線が閉塞状態を表
す。
【００２３】図２に示すレーザダイオード１３は、制御
部５０の指示に対応して、ストロボ撮像が行われる間は
常に赤外レーザを照射する。レーザダイオード１３は、
照射された赤外レーザが、振動する声帯を透過したり、
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該声帯で反射したりするような任意の位置Ｐに入射する
ように配置あるいは調整されている。具体的に任意の位
置Ｐとは、声帯が開放状態にあるとき（図２中、実
線）、赤外レーザは声帯を透過し、声帯が閉塞状態にあ
るとき（図２中、破線）赤外レーザは声帯で反射するよ
うな位置である。なお本明細書では、説明の便宜上、赤
外レーザが、振動する声帯によって遮光（反射）されず
に、体腔深部へ直進することを、赤外レーザが声帯を透
過すると説明する。
【００２４】声帯で反射した赤外レーザは、第二フィル
タ１５を介してフォトセンサ１４に受光される。第二フ
ィルタ１５は、赤外域以外の波長域（例えば可視波長
域）をカットするために設けられている。第二フィルタ
１５を設けることにより、フォトセンサ１４は、赤外域
の光、つまり赤外レーザのみを受光することになり、ラ
イトガイド４０から照射される撮像用のストロボ光によ
って誤動作することを防ぐことができる。赤外レーザを
受光したフォトセンサ１４は、光電変換を行って生成さ
れた受光信号を制御部５０に送信する。該受光信号は、
ガウス分布状の信号が周期的に連続変化する信号であ
る。
【００２５】制御部５０は、受光信号をパルス整形す
る。ここで、上記の通り、受光信号は、所定の音を連続
発声している声帯からの反射レーザに基づいて生成され
ている。従って、整形したパルス信号の周期は、声帯の
振動周期に対応している。制御部５０は、整形したパル
ス信号の立ち上がりを基準として、光源部２０の発光制
御を行う。
【００２６】初期設定時の状態では、制御部５０は、パ
ルス信号の立ち上がりに対応して光源部２０のストロボ
光源２１に発光指示を行う。ストロボ光源２１から発光
されたストロボ光は、絞り２２によって所定の光量に絞
られた後、第三フィルタ２３に入射する。なお、絞り２
２は、撮像画像が所定の明るさを有するように制御部５
０によって駆動制御されている。
【００２７】第三フィルタ２３は、ストロボ光に含まれ
る赤外成分を除去する赤外カットフィルタである。第三
フィルタ２３を設けることにより、フォトセンサ１４が
ストロボ光の赤外成分を受光して誤動作することを防止
して、より精度の高い振動周期の検出を可能にしてい
る。
【００２８】赤外成分を除去されたストロボ光は、第三
フィルタ２３から射出された後、集光レンズ２４によっ
て収束されつつライトガイド４０に入射する。ストロボ
光は、スコープ１００ａのライトガイド４０によって導
かれ、先端１０から声帯を照明する。
【００２９】先端１０に備えられているＣＣＤ１１は、
観察部位で反射して第一フィルタ１２を介して入射する
光により受光面に形成された光学像に対応する電荷を蓄
積する。第一フィルタ１２は、第三フィルタ２３と同様
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の赤外カットフィルタである。ここで一般にＣＣＤ１１
の性質上赤外成分に高い感度を有しているが、第一フィ
ルタ１２を設けることにより、レーザダイオード１５か
ら照射される赤外レーザが声帯でＣＣＤ１１方向に乱反
射しても、第一フィルタ１２で赤外成分を有効に除去す
ることができる。つまり、振動周期の検出用に赤外レー
ザを使用していても、ＣＣＤ１１による撮像画像の画質
低下を防止することができる。
【００３０】制御部５０は、ストロボ光源２１に対して
発光指示を行うのと略同時に、ＣＣＤ１１に対して電荷
読み出し信号を送信する。ＣＣＤ１１は、制御部５０か
ら送信される電荷読み出し信号を受信すると蓄積された
電荷を読み出す。これにより、画像信号が電圧の変化と
して画像処理回路３０に転送される。
【００３１】画像処理回路３０は、ＣＣＤ１１から送信
される画像信号に対して所定の画像処理を行った後、制
御部５０から送信される水平同期信号および垂直同期信
号に同期してモニタ（不図示）に出力する。モニタは、
画像信号に対応する画像を表示する。
【００３２】内視鏡システム１００では、振動中にある
声帯の任意の一形状を抽出して撮像できるように、スト
ロボ光の発光タイミングの位相を声帯の振動波形の所定
位相に対してずらすことができる。本実施形態では、所
定位相とは一連の声帯の振動形状のうちの所定形状に対
応するパルス信号の立ち上がり時の位相を意味する。術
者は、パルス信号の立ち上がりに対応して発光されたス
トロボ光によって撮像された画像をモニタで確認しなが
ら操作パネル６０を操作して、該画像に基づいて発光タ
イミングの位相を初期設定から任意の量ずらす設定を行
う。
【００３３】制御部６０は、操作パネル６０から送信さ
れる設定信号に基づいて、パルス信号の立ち上がりから
所定量ディレイをかけた後、ストロボ光源２１への発光
指示を行う。これにより、発光タイミングの位相と振動
波形の位相とにずれが生じ、声帯の異なる形状の静止画
を撮像することができる。以上が内視鏡システム１００
を使用して声帯をストロボ撮像する場合の説明である。
【００３４】上記のように、本実施形態の内視鏡システ
ム１００は、マイクを使用しなくても、任意の形状を有
する声帯をぶれのない静止画像として撮像することがで
きる。つまり本発明によれば、マイクを術者の喉に取り
付ける必要がないため、術者は不快感や煩わしさを感じ
ることがなくなり、術者はマイクの状態確認や位置調整
等に無駄な労力を割く必要がなくなり内視鏡処置に専念
することができる。
【００３５】なお術者が通常撮像を設定した場合、制御
部５０は、声帯の振動周期とは関係なくストロボ光源２
１からストロボ光を連続的に発光させる。これにより、
観察部位の動画像が撮像される。なお通常撮像時、省電
力化を図るため、制御部５０は、レーザダイオード１３
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を消灯制御している。
【００３６】以上が本発明の実施形態である。本発明は
これらの実施形態に限定されるものではなく趣旨を逸脱
しない範囲で様々な変形が可能である。
【００３７】上述した実施形態では、観察部位を一つの
音を連続発声中の声帯と仮定して説明したが、内視鏡シ
ステム１００は、声帯を撮像するときのみ使用されるも
のではない。例えば、鼓動を続ける心臓等、他の振動す
る部位を撮像するときにも使用できる。
【００３８】さらに本実施形態ではストロボ光源２１を
使用しているが、キセノン光源等の通常光源とスリット
板とを使用して擬似的にストロボ光を生成する構成にし
てもよい。
【００３９】さらに上記実施形態は、ストロボ撮像時に
は静止画が得られると説明したが、ストロボ光源２１の
発光タイミングの位相が所定のタイミングごとに自動的
にずれていく構成にすれば、徐々に声帯の形状が変化し
ていく様子を観察に適した速度の動画として撮像するこ
とができる。所定のタイミングとしては、例えば画像処
理回路２０から送信される垂直同期信号の立ち上がり等
がある。
【００４０】なお、上記実施形態の説明中では、スコー
プ１００ａは、先端にＣＣＤ１１を備える電子スコープ
を想定しているが、本発明は、該電子スコープのみなら
ず接眼レンズにＴＶカメラを設置（着脱自在）したファ
イバースコープに対しても適用することができる。
【００４１】
【発明の効果】このように本発明の内視鏡システムは、
観察部位で反射したレーザビームを用いて該観察部位の
振動周期を検出することにより、被検者の身体表面に何
らかの振動検出手段を取り付けなくても、観察部位をぶ*

8
*れのない静止画像として撮像することができる。
【００４２】例えば観察部位が声帯である場合、本発明
によれば、マイクを術者の喉に取り付ける必要がないた
め、被検者は不快感や煩わしさを感じることがなくな
る。また術者は、マイクの検出具合や位置調整等に無駄
な労力を割く必要がなくなり、内視鏡処置に専念するこ
とができる。
【００４３】また本発明は、上記マイクのような振動検
出手段が不要となることにより、配線本数を減らすこと
ができ、内視鏡システムをより簡素な構成にすることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の内視鏡システムの概略構成
図である。
【図２】本発明の実施形態の内視鏡システムのスコープ
の先端の概略構成図である。
【符号の説明】
１０    スコープ先端
１１    ＣＣＤ
１２    第一フィルタ
１３    レーザダイオード
１４    フォトセンサ
１５    第二フィルタ
２０    光源部
２３    第三フィルタ
４０    ライトガイド
５０    制御部
１００    内視鏡システム
１００ａ  スコープ（電子スコープ）
１００ｂ  プロセッサ

【図２】
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